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令和５年９月４日 

 ７月８日（土）に行った学校運営協議会の内容を紹介します。 

１ 確認事項 
（１）校内研究に関わるアンケートについて 

  ４月に児童に対して行った学習に関するアンケートの結果について確認しました。家庭学習の習

慣や学校での授業の取組み方等の項目を調査し、どの項目も肯定的な回答が多い結果でした。 

（２）６・７月の教育活動について 

  ６・７月の学校での活動を紹介しました。活動については、本校ホームページでも公開しています。 

（３）大田区学習効果測定の結果について 

  ４月に実施した、大田区学習効果測定の結果について確認しました。４年生以上が国語、算数、

社会、理科のテストを行いましたが、どの学年でも全国値の正答率を超える結果となっていました。 

 

２ 協議事項 
（１）イノベーションシートの取組について 

  本校では、児童に対して「イノベーションシート」を使っ 

た取組を行っています。 

  児童は学期始めに、３つのコンピテンシー（右資料参 

照）について、意識して行動したいことをイノベーション 

シートから選んで記入します。月ごとに自分の行動を振 

り返り、シートに記入していきます。この取組について、次 

のような意見が挙りました。 

・本校独自のこの取組に驚きました。このような視点を 

学校で指導してくれると親としてとても助かります。学校 

だけでなく、家庭でもこのような視点を意識して接していくとさらに効果的だと思います。 

・学校では、教科書にある知識だけでなく、このような視点の力を育むことがとても大切だと思い

ます。学校の先生方だけでなく、保護者もこの力を付けられるように意識していくとよいと思いま

す。 

・このような力は小学校だけでなく、中学校や社会に出てからも役に立つと思います。子どもたち

のコミュニケーション能力の育成にもつながると思います。 

（２）児童のあいさつについて 

  朝の通学路見守りを行っている委員から、「コロナ禍で地域行事などが減ったからか、あいさつ

をしても返せない子や目を合わせてくれない子が増えている。」という意見が挙りました。学校でも

「あいさつ運動」の取組を行っていますが、学校だけでなく、地域、家庭と連携してあいさつの意識

を高められるようにしていくことが必要であると意見が出ました。大人も率先して、子どもたちに対

してあいさつをしていくことも大事であることを確認しました。 

次回、学校運営協議会は９月９日（土）に開催いたします。 


